
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　原稿より読み込まれる入力画像データを文字領域、網点領域又は写真領域を含む複数の
領域に分離処理を行う領域分離手段を少なくとも備える画像処理装置において、
　上記領域分離手段は、
　入力画像データから抽出された複数の画素にてなるブロックを格納する判定ブロック格
納部と、
　上記判定ブロック格納部に格納された複数の画素にてなるブロックから、注目画素を含
む主走査方向の画像データを抽出して特徴量を求め、注目画素が文字・網点領域又は下地
・写真領域のいずれの領域に属するかを判定する主走査方向判定手段と、
　上記判定ブロック格納部に格納された複数の画素からなるブロックから、注目画素を含
む副走査方向の画像データを抽出して特徴量を求め、注目画素が文字・網点領域又は下地
・写真領域のいずれの領域に属するかを判定する副走査方向判定手段とを備え、
　上記主走査方向判定手段及び副走査方向判定手段には、それぞれ、
　主走査方向又は副走査方向のそれぞれの画像データから求められる最小濃度値と最大濃
度値とを用いて最大濃度差を算出する最大濃度差算出手段と、
　隣接する画像データの濃度差の絶対値の和を算出することにより総和濃度繁雑度を算出
する総和濃度繁雑度算出手段と、
　上記最大濃度差算出手段にて算出された最大濃度差と総和濃度繁雑度算出手段にて算出
された総和濃度繁雑度とを特徴量として、これら特徴量と予め定められる第１の閾値及び
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第２の閾値とに基づいて注目画素を文字・網点領域又は下地・写真領域のいずれかに分類
する判定領域設定手段とが設けられ

　
　

　

を特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　 を特徴とする請求項１記載の画像処理装
置。
【請求項３】
　
【請求項４】

　

　

　

を特徴とする
画像処理方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、原稿を走査して得られる入力画像データに対して、文字・網点・写真（印画
紙）・下地領域のいずれであるかの判別処理を行う画像処理装置及びそれを備えた画像形
成装置並びに画像処理方法に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】
　電子写真方式を用いた複写機等の画像形成装置は、従来のアナログ式のほかにデジタル
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、
　上記判定領域設定手段は、上記最大濃度差が第１の閾値よりも小さくかつ総和濃度繁雑
度が第２の閾値よりも小さいときに下地・写真領域と判定する一方、それ以外のときには
文字・網点領域と判定すると共に、

上記領域分離手段は、
上記判定領域設定手段により下地・写真領域と判定された領域に対しては、最大濃度差

と予め定められる第３の閾値とを比較することにより、最大濃度差が第３の閾値よりも小
さいときは注目画素を下地領域とし、それ以外のときは写真領域とする一方、

上記判定領域設定手段により文字・網点領域と判定された領域に対しては、総和濃度繁
雑度と、最大濃度差と予め定められる第４の閾値との積とを比較することにより、総和濃
度繁雑度が該積よりも小さいときは注目画素を文字領域とし、それ以外のときは網点領域
とすること

領域分離手段は、原稿種別の判別を行なうこと

請求項１又は２に記載の画像処理装置を備えていることを特徴とする画像形成装置。

　入力画像データを文字領域、網点領域又は写真領域を含む複数の領域に領域分離処理を
行う画像処理方法において、
　上記領域分離処理に際して、
　入力画像データから抽出された複数の画素にてなるブロックから、注目画素を含む主走
査方向の画像データを抽出して特徴量を求める工程と、
　入力画像データから抽出された複数の画素にてなるブロックから、注目画素を含む副走
査方向の画像データを抽出して特徴量を求める工程とを有する一方、
　上記特徴量は、主走査方向及び副走査方向それぞれの画像データより求められる最小濃
度値と最大濃度値との差分である最大濃度差、及び隣接する画像データの濃度差の絶対値
の和である総和濃度繁雑度であり、
　これら特徴量と予め定められる第１の閾値及び第２の閾値とに基づいて、注目画素を文
字・網点領域又は下地・写真領域のいずれかに分類すると共に、

上記最大濃度差が第１の閾値よりも小さくかつ総和濃度繁雑度が第２の閾値よりも小さ
いときに下地・写真領域と判定する一方、それ以外のときには文字・網点領域と判定する
し、さらに、

上記下地・写真領域と判定された領域に対しては、最大濃度差と予め定められる第３の
閾値とを比較することにより、最大濃度差が第３の閾値よりも小さいときは注目画素を下
地領域とし、それ以外のときは写真領域とする一方、

上記文字・網点領域と判定された領域に対しては、総和濃度繁雑度と、最大濃度差と予
め定められる第４の閾値との積とを比較することにより、総和濃度繁雑度が該積よりも小
さいときは注目画素を文字領域とし、それ以外のときは網点領域とすること



式のものが普及しており、また、デジタル画像処理技術の進展によって、カラー画像を高
画質に再現するフルカラーのデジタル複写機が製品化されている。
【０００３】
　これらの画像形成装置によって複写される原稿画像としては、下地、文字、網点（印刷
写真）、印画紙写真（写真）、又はこれらを組合せたものが存在しており、良好な再現画
像を得るためには、それぞれの画像種別又は原稿種別に適合した画像処理を行う必要があ
る。
【０００４】
　ここで、複数の画像データによって表される画像の画調（種別）を判別する従来の方法
として、例えば、特公平５－５６０６７号公報に開示された画像識別方法がある。上記公
報の画像識別方法では、スキャナーにて読み込まれたデジタル画像を複数のブロックに分
割し、このブロック内において、隣り合う画素濃度差の絶対値の総和Ｓと、最大濃度値と
最小濃度値との差により最大濃度差ΔＤｍａｘとを求め、画調パラメータＰＳ≡Ｓ／ΔＤ
ｍａｘを演算する。そして、得られた画調パラメータＰＳの値に応じて文字等の線画領域
、写真等の中間調領域、及び網点領域の３通りに識別する。
【０００５】
　また、デジタル複写機の操作モードとして、原稿の種類に応じて画像モードを選択する
ために、文字モード、文字／写真モード、写真モード等の各モードが用意されている。
【０００６】
　しかしながら、操作者が各原稿に対して各モードの切り替えを行うことは、非常に煩わ
しい作業である。また、不適切なモードを選択した場合には、著しい画像の劣化が見られ
ることも多く、無駄な複写が行われることにもなる。
【０００７】
　そこで、このような問題を解決するために、原稿の種別を自動的に判別する装置として
、例えば、特開平８－２５１４０６号公報等の画像形成装置が提案されている。上記の画
像形成装置では、原稿が有彩色であるか又は無彩色であるかの判定を行うとともに、画像
分離の機能、つまりエッジ分離・網点判定を行うことにより、原稿を（１）線画、（２）
中間調画、（３）連続調画、（４）線画と中間調画、（５）中間調と連続調画、（６）連
続調画と線画、（７）線画・中間調・連続調画、のいずれであるかを判定し、これに対応
した処理モードを自動的にフィルタ、色補正、セレクタ及び階調処理に与えることが示さ
れている。
【０００８】
【発明が解決しようとする課題】
　しかしながら、上記従来の画像処理装置及びそれを備えた画像形成装置並びに画像処理
方法では、下記に示す問題があり充分であるとは言えない。
【０００９】
　先ず、特公平５－５６０６７号公報の画像識別方法では、印画紙写真と下地との識別が
されておらず、また、隣接する画素濃度差の絶対値の総和Ｓを最大濃度差ΔＤｍａｘにて
除算し商を求めてその値によって識別するため、最大濃度差が小さくなれば精度が極端に
悪くなってしまうという問題がある。さらに、大きい文字の場合、隣り合う画素濃度差の
絶対値の総和Ｓは小さくかつ最大濃度差ΔＤｍａｘは大きくなるので、画調パラメータＰ
Ｓは小さくなり写真領域として誤判別されてしまう。
【００１０】
　また、カラー文字等、同じ画素であっても色成分ごとの信号によって隣接する画素濃度
差の絶対値の総和Ｓや最大濃度差ΔＤｍａｘが大きく変わってくるため、カラー文字等に
は対応しきれないという問題もある。また、一般に、複写を行う前において原稿の種別を
判定するといった場合には、プレスキャンデータ、つまり低解像度で読み取った画像デー
タを使用して行うことが多いので、原稿全体の種別の判定には応用できないという問題が
ある。
【００１１】
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　次に、特開平８－２５１４０６号公報の画像形成装置では、原稿の種別を判定する際に
、各原稿種別によって処理内容が異なるので非常に複雑である。また、単色信号を用いる
ため、カラー原稿のように同じ画素であっても信号別によって大きく濃度が変わる場合も
ある。さらに、主走査方向及び副走査方向のｎ×ｎデータマトリクス単位で、画素判定に
各領域分離の異なる判定手段を用いているため、処理を行う回路が非常に大きくなってし
まうという問題がある。また、前記同様、副走査方向の解像度が低下したプレスキャンデ
ータに対しては対応しきれないという問題もある。
【００１２】
　本発明は、上記従来の問題点に鑑みなされたものであって、その目的は、入力画像の画
像種別を判別する際に、簡易な方法で精度よく画像種別を判別し、回路規模の拡大を防止
し得る画像処理装置及びそれを備えた画像形成装置並びに画像処理方法を提供することに
ある。
【００１３】
【課題を解決するための手段】
　本発明の画像処理装置は、上記課題を解決するために、原稿より読み込まれる入力画像
データを文字領域、網点領域又は写真領域を含む複数の領域に分離処理を行う領域分離手
段を少なくとも備える画像処理装置において、上記領域分離手段は、入力画像データから
抽出された複数の画素にてなるブロックを格納する判定ブロック格納部と、上記判定ブロ
ック格納部に格納された複数の画素にてなるブロックから、注目画素を含む主走査方向の
画像データを抽出して特徴量を求め、注目画素が文字・網点領域又は下地・写真領域のい
ずれの領域に属するかを判定する主走査方向判定手段と、上記判定ブロック格納部に格納
された複数の画素からなるブロックから、注目画素を含む副走査方向の画像データを抽出
して特徴量を求め、注目画素が文字・網点領域又は下地・写真領域のいずれの領域に属す
るかを判定する副走査方向判定手段とを備え、上記主走査方向判定手段及び副走査方向判
定手段には、それぞれ、主走査方向又は副走査方向のそれぞれの画像データから求められ
る最小濃度値と最大濃度値とを用いて最大濃度差を算出する最大濃度差算出手段と、隣接
する画像データの濃度差の絶対値の和を算出することにより総和濃度繁雑度を算出する総
和濃度繁雑度算出手段と、上記最大濃度差算出手段にて算出された最大濃度差と総和濃度
繁雑度算出手段にて算出された総和濃度繁雑度とを特徴量として、これら特徴量と予め定
められる第１の閾値及び第２の閾値とに基づいて注目画素を文字・網点領域又は下地・写
真領域のいずれかに分類する判定領域設定手段とが設けられ

を特徴としている。
【００１４】
　上記の発明によれば、対象画像の主走査方向及び副走査方向のそれぞれにおいて、最大
濃度差と、隣接する画素の濃度差の絶対値の和である総和濃度繁雑度とを算出し、これら
算出された最大濃度差と総和濃度繁雑度とに基づき、対象画像の各画素について文字・網
点領域又は下地・写真領域に判別する。
【００１５】
　具体的には、特徴量として最大濃度差と総和濃度繁雑度とを用いて、第１の閾値及び第
２の閾値により最大濃度差及び総和濃度繁雑度の小さい領域を下地・写真領域として判別
する。このため、各画素ごとに文字・網点領域又は下地・写真領域を判別するので、大き
い文字に対しても誤判別することがない。したがって、第１の閾値及び第２の閾値を適切
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、上記判定領域設定手段は、
上記最大濃度差が第１の閾値よりも小さくかつ総和濃度繁雑度が第２の閾値よりも小さい
ときに下地・写真領域と判定する一方、それ以外のときには文字・網点領域と判定すると
共に、上記領域分離手段は、上記判定領域設定手段により下地・写真領域と判定された領
域に対しては、最大濃度差と予め定められる第３の閾値とを比較することにより、最大濃
度差が第３の閾値よりも小さいときは注目画素を下地領域とし、それ以外のときは写真領
域とする一方、上記判定領域設定手段により文字・網点領域と判定された領域に対しては
、総和濃度繁雑度と、最大濃度差と予め定められる第４の閾値との積とを比較することに
より、総和濃度繁雑度が該積よりも小さいときは注目画素を文字領域とし、それ以外のと
きは網点領域とすること



に設定することにより、簡易な方法で精度のよい判定結果を得ることが可能となる。
【００１６】
　この結果、入力画像の画像種別を判別する際に、簡易な方法で精度よく画像種別を判別
し、回路規模の拡大を防止し得る画像処理装置を提供することができる。
【００１７】
　また、本発明 判定領域設定手段により下地・写真領域と判定された領域に対して
は、最大濃度差と予め定められる第３の閾値とを比較することにより、注目画素を下地領
域又は写真領域のいずれかに分離する。
【００１８】
　上記の発明によれば、下地・写真領域と判定された領域に対して、最大濃度差と予め定
められる第３の閾値とを比較することにより、注目画素を下地領域又は写真領域のいずれ
かに分離することによって、その領域分離結果に対する画像処理を切り替えることが可能
となり、より良好な画像再現が可能となる。
【００１９】
　また、本発明では、判定領域設定手段により文字・網点領域と判定された領域に対して
は、総和濃度繁雑度と、最大濃度差と予め定められる第４の閾値との積とを比較すること
により、注目画素を文字領域又は網点領域のいずれかに分離する。
【００２０】
　上記の発明によれば、文字・網点領域と判定された領域に対して、総和濃度繁雑度と、
最大濃度差と予め定められる第４の閾値との積とを比較することにより、注目画素を文字
領域又は網点領域のいずれかに分離することによって、その領域分離結果に対する画像処
理を切り替えることが可能となり、より良好な画像再現が可能となる。
【００２１】
　また、本発明の画像処理装置は、上記記載の画像処理装置において、領域分離手段は、
原稿種別の判別を行うことを特徴としている。
【００２２】
　上記発明によれば、領域分離手段を、原稿種別の判別に適用する。すなわち、領域分離
手段は、走査方向ごとに判定を行うので、プレスキャンにより読み込まれたデータである
副走査方向の劣化した画像データに対し、当該無駄な情報である副走査方向の画像データ
の判定結果を除去することが容易であり、有効な情報である主走査方向の画像データの判
定結果を抽出して原稿判別に応用することが可能となる。
【００２３】
　したがって、簡易な方法で速やかに原稿の判別を行うことができ、入力原稿画像に対し
て最適な画像処理を行うことができる。
【００２４】
　また、本発明の画像形成装置は、上記課題を解決するために、上記記載の画像処理装置
を備えていることを特徴としている。
【００２５】
　上記の発明によれば、画像形成装置にて、上記記載の画像処理装置を用いて簡易な方法
で精度のよい判別が可能であるので、品質の良い画像を出力することができる。また、簡
易な構成であるので処理速度が速くなり、回路規模も小さくなり、画像形成装置のコスト
が削減される。さらに、原稿種別の判別に応用することで、ユーザ・インターフェースに
優れた画像形成装置を提供することができる。
【００２６】
　したがって、入力画像の画像種別を判別する際に、簡易な方法で精度よく画像種別を判
別し、回路規模の拡大を防止し得る画像形成装置を提供することができる。
【００２７】
　また、本発明の画像処理方法は、上記課題を解決するために、入力画像データを文字領
域、網点領域又は写真領域を含む複数の領域に領域分離処理を行う画像処理方法において
、上記領域分離処理に際して、入力画像データから抽出された複数の画素にてなるブロッ
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では、



クから、注目画素を含む主走査方向の画像データを抽出して特徴量を求める工程と、入力
画像データから抽出された複数の画素にてなるブロックから、注目画素を含む副走査方向
の画像データを抽出して特徴量を求める工程とを有する一方、上記特徴量は、主走査方向
及び副走査方向それぞれの画像データより求められる最小濃度値と最大濃度値との差分で
ある最大濃度差、及び隣接する画像データの濃度差の絶対値の和である総和濃度繁雑度で
あり、

を特徴としている。
【００２８】
　上記の発明によれば、対象画像の主走査方向及び副走査方向のそれぞれにおいて、最大
濃度差と、隣接する画素の濃度差の絶対値の和である総和濃度繁雑度とを算出し、これら
算出された最大濃度差と総和濃度繁雑度とに基づき、対象画像の各画素を下地領域・印画
紙領域・文字領域・網点領域に判別する。
【００２９】
　具体的には、特徴量として最大濃度差と総和濃度繁雑度とを用いて、第１の閾値及び第
２の閾値により最大濃度差及び総和濃度繁雑度の小さい領域を下地・写真領域として判別
する。このため、各画素ごとに文字・網点領域又は下地・写真領域を判別するので、大き
い文字に対しても誤判別することがない。したがって、第１の閾値及び第２の閾値を適切
に設定することにより、簡易な方法で精度のよい判定結果を得ることが可能となる。
【００３０】
　また、走査方向ごとに判定を行うので、プレスキャンにより読み込まれたデータである
副走査方向の劣化した画像データに対し、当該無駄な情報である副走査方向の画像データ
の判定結果を除去することが容易であり、有効な情報である主走査方向の画像データの判
定結果を抽出して原稿判別に応用することが可能となる。
【００３１】
　この結果、入力画像の画像種別を判別する際に、簡易な方法で精度よく画像種別を判別
し、回路規模の拡大を防止し得る画像処理方法を提供することができる。
【００３２】
　また、本発明の画像処理方法 下地・写真領域と判定された領域に対しては、最大
濃度差と予め定められる第３の閾値とを比較することにより、注目画素を下地領域又は写
真領域のいずれかに分離する。
【００３３】
　上記の発明によれば、下地・写真領域と判定された領域に対して、最大濃度差と予め定
められる第３の閾値とを比較することにより、注目画素を下地領域又は写真領域のいずれ
かに分離することによって、その領域分離結果に対する画像処理を切り替えることが可能
となり、より良好な画像再現が可能となる。
【００３４】
　また、本発明の画像処理方法 文字・網点領域と判定された領域に対しては、総和
濃度繁雑度と、最大濃度差と予め定められる第４の閾値との積とを比較することにより、
注目画素を文字領域又は網点領域のいずれかに分離する。
【００３５】
　上記の発明によれば、文字・網点領域と判定された領域に対して、総和濃度繁雑度と、
最大濃度差と予め定められる第４の閾値との積とを比較することにより、注目画素を文字
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これら特徴量と予め定められる第１の閾値及び第２の閾値とに基づいて、注目画素
を文字・網点領域又は下地・写真領域のいずれかに分類すると共に、上記最大濃度差が第
１の閾値よりも小さくかつ総和濃度繁雑度が第２の閾値よりも小さいときに下地・写真領
域と判定する一方、それ以外のときには文字・網点領域と判定するし、さらに、上記下地
・写真領域と判定された領域に対しては、最大濃度差と予め定められる第３の閾値とを比
較することにより、最大濃度差が第３の閾値よりも小さいときは注目画素を下地領域とし
、それ以外のときは写真領域とする一方、上記文字・網点領域と判定された領域に対して
は、総和濃度繁雑度と、最大濃度差と予め定められる第４の閾値との積とを比較すること
により、総和濃度繁雑度が該積よりも小さいときは注目画素を文字領域とし、それ以外の
ときは網点領域とすること

では、

では、



領域又は網点領域のいずれかに分離することによって、その領域分離結果に対する画像処
理を切り替えることが可能となり、より良好な画像再現が可能となる。
【００３６】
【発明の実施の形態】
　本発明の実施の一形態について図１ないし図７に基づいて説明すれば、以下の通りであ
る。
【００３７】
　本実施の形態の例えば電子写真プロセスを用いたデジタル複写機等の画像形成装置は、
図２に示すように、カラー画像入力装置１と画像処理装置１０とカラー画像出力装置２と
を備えている。
【００３８】
　上記のカラー画像入力装置１は、例えば、スキャナー部より構成されており、原稿から
の反射光像をＲＧＢ（Ｒ：赤・Ｇ：緑・Ｂ：青）アナログ信号としてＣＣＤ (Charge Coup
led Device) にて読み取るものである。
【００３９】
　また、カラー画像出力装置２は、画像処理装置１０にて所定の画像処理を行い、その結
果を出力する装置である。なお、上記のカラー画像出力装置２は、例えば、インクジェッ
ト記録方式や昇華型の記録方式を用いた出力装置を適用することも可能である。
【００４０】
　上記画像処理装置１０は、Ａ／Ｄ（アナログ／デジタル）変換部１１、シェーディング
補正部１２、領域分離手段としての領域分離処理部２０、入力階調補正部１３、色補正部
１４、黒生成／下色除去部１５、空間フィルタ処理部１６、出力階調補正部１７及び階調
再現処理部１８からなっている。
【００４１】
　上記の画像処理装置１０では、前記カラー画像入力装置１にて読み取られた原稿画像の
アナログ信号は、先ず、Ａ／Ｄ変換部１１によりデジタル信号に変換される。そして、シ
ェーディング補正部１２にて、カラー画像出力装置２の照明系・結像系・撮像系で生じる
各種の歪みを取り除くためのシェーディング補正が行われる。次に、領域分離処理部２０
にて、各画素毎に文字領域、網点領域、写真領域、下色領域のいずれかに分離され、その
分離結果に基づき、該領域分離処理部２０は、画素がどの領域に属しているかを示す領域
識別信号を、入力階調補正部１３、色補正部１４、黒生成／下色除去部１５、空間フィル
タ処理部１６、及び階調再現処理部１８へとそれぞれ出力する。なお、詳細については後
述する。
【００４２】
　上記の領域分離処理部２０における領域分離処理の後、入力階調補正部１３にて下地濃
度の除去やコントラスト等の画質調整処理が施される。また、色補正部１４では、色再現
の忠実化実現のために、不要吸収成分を含むＣＭＹ（Ｃ：シアン・Ｍ：マゼンタ・Ｙ：イ
エロー）色材の分光特性に基づいた色濁りを取り除く色補正処理が行われる。
【００４３】
　次いで、黒生成／下色除去部１５では、色補正後のＣＭＹの３色信号から黒（Ｋ）信号
を生成する黒生成、及び元のＣＭＹ信号から黒生成で得たＫ信号を差し引いて新たなＣＭ
Ｙ信号を生成する下色除去処理が行われ、ＣＭＹの３色信号はＣＭＹＫの４色信号に変換
される。
【００４４】
　次に、空間フィルタ処理部１６では、デジタルフィルタによる空間フィルタ処理がなさ
れ、空間周波数特性を補正することによって出力画像のボヤケや粒状性劣化を防ぐよう処
理される。そして、出力階調補正部１７にて濃度信号等の信号を画像出力の特性値である
網点面積率に変換する出力階調補正処理が行われ、さらに、階調再現処理部１８にて、最
終的に画像を画素に分割してそれぞれの階調を再現できるように処理する階調再現処理つ
まり中間調生成処理がなされる。
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【００４５】
　また、前記領域分離処理部２０にて黒文字や場合によっては色文字として抽出された画
像領域は、黒文字あるいは色文字の再現性を高めるために、空間フィルタ処理部１６にお
ける鮮鋭度強調処理での高域周波数の強調量を大きくされる。同時に、中間調生成処理に
おいて高周波数再現に適した高解像のスクリーンでの二値化又は多値化処理を選択するよ
うに構成する。
【００４６】
　一方、領域分離処理部２０により網点と判別された領域に関しては、空間フィルタ処理
部１６において、入力網点成分を除去するためのローパス・フィルタ処理が施される。同
時に、中間調生成処理では、階調再現性を重視したスクリーンでの二値化又は多値化処理
が行われる。上述した各処理が施された画像データは、一旦図示しない記憶手段に記憶さ
れ、所定のタイミングで読み出されてカラー画像出力装置２に入力される。なお、上記の
処理はＣＰＵ（ Central Processing Unit)により行われる。
【００４７】
　次に、本実施の形態における特徴点である領域分離処理部２０における画素判別処理に
ついて詳述する。なお、領域分離処理部２０では、ＲＧＢの画像入力データあるいはＲＧ
Ｂの補色であるＣＭＹに変換された信号を用いて行われる。そして、領域分離処理された
結果を基に、入力階調補正処理、色補正処理、黒生成／下色除去処理、空間フィルタ処理
、及び階調再現処理（中間調生成処理）等の処理が切り換えられる。
【００４８】
　また、以下の説明では、後述する信号変換部２１によりＣＭＹ信号に補色反転された信
号を用いて処理を行う場合について説明する。
【００４９】
　先ず、領域分離処理部２０は、図３に示すように、ＲＧＢの反射率信号を濃度信号に変
換するとともにＲＧＢ濃度信号から補色のＣＭＹ信号に変換する信号変換部２１と、上記
変換された信号に対して、例えば５×１５等のｎ×ｍの複数の画素よりなるブロックの画
像データを格納する判定ブロック格納部２２と、上記判定ブロック格納部２２の各画像デ
ータに対して、注目画素を含む主走査方向つまりスキャナーの走査方向に対して直交する
方向の画像データを抽出して領域分離処理を行う主走査方向判定手段としての主走査方向
判定部２３、及び注目画素を含む副走査方向つまりスキャナーの走査方向と同じ方向の画
像データを抽出して領域分離処理を行う副走査方向判定手段としての副走査方向判定部２
４と、これら主走査方向判定部２３及び副走査方向判定部２４の領域分離結果並びに主走
査方向及び副走査方向の結果に対する優先順位に基づき各色信号の判別を行う信号別判定
手段としての信号別判定部２５と、各色信号ごとの信号別判定部２５…の結果に基づき最
終的な画素判定、つまり複数の色成分からなる信号ＣＭＹに対し優先順位をつけて判断す
る総合判定手段としての総合判定部２６とから構成されている。
【００５０】
　上記の信号別判定部２５…及び総合判定部２６に入ってくる各画素の信号である領域識
別信号には、優先順位を決めておき、各色ごとの信号別判定部２５…に入ってくる画素判
定結果が異なる場合は、優先順位にしたがって判別を行う。この優先順位については、判
定ブロック格納部２２に格納される主走査方向・副走査方向の画像データの大きさや解像
度、及び領域分離処理で用いられる閾値により判定結果の信頼度が変わるため、上記判定
結果の信頼度に基づき優先順位を決めることが望ましい。なお、上記の画像のデータの大
きさが変わるのは、判定ブロック格納部２２に格納されるブロックの大きさにより主走査
方向・副走査方向のデータつまり画素数が異なるためである。また、上記閾値の設定につ
いては、後述する。
【００５１】
　次に、各信号において、注目画素を含む主走査方向及び副走査方向ごとの領域分離が行
なわれる上記主走査方向判定部２３及び副走査方向判定部２４の具体的な構成を、図１に
基づいて説明する。すなわち、上記主走査方向判定部２３及び副走査方向判定部２４は、
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いずれも同じ構成を有している。ただし、図４に示すように、主走査方向判定部２３で用
いる画素は、判定ブロック格納部２２に格納されている注目画素を含む例えば５×１５等
のｎ×ｍの判定ブロックの主走査方向のみの画素である一方、副走査方向判定部２４にて
用いる画素は、注目画素を含むｎ×ｍの判定ブロックの副走査方向のみの画素である。
【００５２】
　先ず、図１に示すように、上記主走査方向判定部２３及び副走査方向判定部２４は、最
小濃度値を算出する最小濃度値算出部３１と、最大濃度値を算出する最大濃度値算出部３
２と、上記最小濃度値算出部３１及び最大濃度値算出部３２にて算出された最小濃度値及
び最大濃度値を用いて最大濃度差を算出する最大濃度差算出手段としての最大濃度差算出
部３３と、隣接する画素の濃度差の絶対値の総和を算出する総和濃度繁雑度算出手段とし
ての総和濃度繁雑度算出部３４と、上記最大濃度差算出部３３にて算出された最大濃度差
と総和濃度繁雑度算出部３４にて算出された総和濃度繁雑度に対して、各閾値と比較する
ことにより下地領域・印画紙（写真）領域と文字領域・網点領域に分離する判定領域設定
手段としての判定領域設定部３５と、上記判定領域設定部３５において文字・網点領域と
判別された画素に対して注目画素が文字か網点かを判定する文字・網点判定部３６と、上
記判定領域設定部３５において下地領域・印画紙領域と判別された画素に対して注目画素
が下地領域か印画紙領域かを判定する下地・印画紙判定部３７とを有している。
【００５３】
　また、上記判定領域設定部３５は、注目画素の最大濃度差算出部３３にて算出された結
果に対し、下地領域・印画紙（写真）領域と文字領域・網点領域とに分離するための第１
の閾値としての最大濃度差閾値を設定するための最大濃度差閾値設定部４１と、注目画素
の総和濃度繁雑度算出部３４にて算出された結果に対し下地領域・印画紙領域と文字領域
・網点領域とに分離するための第２の閾値としての総和濃度繁雑度閾値を設定するための
総和濃度繁雑度閾値設定部４２とを有している。
【００５４】
　さらに、上記文字・網点判定部３６は、注目画素が文字と網点とのいずれであるかを判
別する第４の閾値としての文字・網点判定閾値を設定するための文字・網点判定閾値設定
部４３を有する一方、上記下地・印画紙判定部３７は、注目画素が下地と印画紙とのいず
れであるかを判別する第３の閾値としての下地・印画紙判定閾値を設定するための下地・
印画紙判定閾値設定部４４を有している。
【００５５】
　上記構成を有する主走査方向判定部２３及び副走査方向判定部２４ごとの領域分離処理
の動作を、図５に示すフローチャートに基づいて説明する。なお、説明は、注目画素を含
むｎ×ｍのブロックについて説明する。また、ステップを示す符号は「Ｓ」と記載する。
【００５６】
　同図に示すように、先ず、注目画素を含むｎ×ｍのブロックにおける最小濃度値を算出
するとともに（Ｓ１）、最大濃度値の算出を行う（Ｓ２）。次いで、算出された最小濃度
値及び最大濃度値を用いて最大濃度差を算出し（Ｓ３）、さらに、隣接する画素の濃度差
の絶対値の総和、つまり総和濃度繁雑度を算出する（Ｓ４）。
【００５７】
　次に、算出された最大濃度差と最大濃度差閾値との比較、及び算出された総和濃度繁雑
度と総和濃度繁雑度閾値との比較が行なわれる（Ｓ５）。そして、最大濃度差が最大濃度
差閾値よりも小さく、かつ、総和濃度繁雑度が総和濃度繁雑度閾値よりも小さいと判断さ
れたときには、注目画素は下地・印画紙領域であると判断される（Ｓ６）。一方、Ｓ５に
おいて上記条件を充たさないときには、文字・網点領域であると判断される（Ｓ７）。
【００５８】
　上記のＳ６に示す下地・印画紙領域においては、算出された最大濃度差と下地・印画紙
判定閾値との比較が行なわれ（Ｓ８）、最大濃度差の方が小さければ下地領域であると判
定され（Ｓ９）、最大濃度差の方が大きいければ印画紙領域であると判定される（Ｓ１０
）。
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【００５９】
　一方、上記Ｓ７に示す文字・網点領域においては、算出された総和濃度繁雑度と最大濃
度差に文字・網点判定閾値を掛けた値との比較が行なわれ（Ｓ１１）、総和濃度繁雑度の
方が小さければ文字領域であると判定され（Ｓ１２）、総和濃度繁雑度の方が大きければ
、網点領域であると判定される（Ｓ１３）。
【００６０】
　ここで、文字・網点・印画紙写真・下地領域における画素濃度の分布の例を、図６（ａ
）～（ｄ）に基づいて説明する。また、それぞれの領域に対する最大濃度差と総和濃度繁
雑度による分布図を、図７に基づいて説明する。なお、同図において、最大濃度差＝総和
濃度繁雑度以下の領域は、総和濃度繁雑度が最大濃度差以下となることはなく、画素が存
在しない領域を示している。
【００６１】
　先ず、図６（ａ）に示すように、下地領域の濃度分布は、通常、濃度変化が少ないため
最大濃度差及び総和濃度繁雑度ともに非常に小さくなり、図７に示す領域Ａに分布してい
る。したがって、下地・印画紙領域に判別された画素に対して下地・印画紙判定閾値より
も最大濃度差が小さい場合には、下地画素であると判別することが可能である。
【００６２】
　次に、印画紙領域の濃度分布は、図６（ｂ）に示すように、通常、滑らかな濃度変化を
しており、最大濃度差及び総和濃度繁雑度はともに小さく、かつ、下地領域よりは多少大
きくなるため、図７に示す領域Ｂに分布している。したがって、下地領域・印画紙領域と
判別された画素に対して下地・印画紙判定閾値よりも最大濃度差が大きい場合には、印画
紙領域であると判別することが可能である。
【００６３】
　また、網点領域の濃度分布は、図６（ｃ）に示すように、最大濃度差は網点によりさま
ざまであるが、総和濃度繁雑度が網点の数だけ濃度変化が存在するので、最大濃度差に対
する総和濃度繁雑度の割合が大きくなる。このため、図７に示領域Ｄのような分布になる
。したがって、最大濃度差と文字・網点判定閾値との積よりも総和濃度繁雑度が大きい場
合には、網点画素であると判別することが可能である。
【００６４】
　最後に、文字領域の濃度分布は、図６（ｄ）に示すように、最大濃度差が大きく、それ
に伴い総和濃度繁雑度も大きくなるが、網点領域よりも濃度変化が少ないため、網点領域
よりも総和濃度繁雑度は小さくなる。特に、最大濃度差に対する総和濃度繁雑度の割合が
小さくなるため、図７に示す領域Ｃような分布になる。したがって、文字・網点領域に判
別された画素において、最大濃度差と文字・網点判定閾値との積よりも総和濃度繁雑度が
小さい場合には、文字画素であると判別することが可能である。
【００６５】
　上述したように、下地領域及び印画紙写真領域は、最大濃度差及び総和濃度繁雑度が文
字領域・網点領域に比べて小さくなる。したがって、最大濃度差を最大濃度差閾値と比較
するとともに、総和濃度繁雑度を総和濃度繁雑度閾値と比較することにより、前記図５に
示すフローチャートのＳ５～Ｓ７に示すように、注目画素を下地・印画紙領域と文字・網
点領域に分離することが可能となる。
【００６６】
　また、上記の設定した各閾値においては、任意に調節することにより、より広範囲な処
理を行うことが可能となる。これら閾値については、予想される複数の値を予めＲＯＭ（
Read Only Memory) 等の記憶媒体に記憶させておき、必要に応じてスイッチ等により、メ
モリ等の記憶手段に格納される値を設定できるようにしておけばよい。
【００６７】
　上述の方法により、領域分離処理部２０にて領域分離処理が行われ、その領域分離結果
に基づいて、それ以降の入力階調補正処理・色補正処理・黒生成／下色除去処理・空間フ
フィルタ処理・階調再現処理（中間調生成処理）等が切り替えられる。
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【００６８】
　例えば、入力画像データのある画素が下地領域であると判別された場合、入力階調補正
処理及び階調再現処理では、下地を除去するか又はハイライトを多めに除去したり、濃度
を一定にするような補正曲線が用いられたりする。
【００６９】
　また、入力画像データが文字領域であると判別された場合には、入力階調補正処理及び
階調再現処理では、コントラストを大きくするような補正曲線が用いられる。また、色補
正部１４では、色文字に対しては彩度のメリハリをはっきりさせた色補正処理を行い、黒
文字に対しては黒生成／下色除去処理では黒生成量が多めに設定される。また、空間フィ
ルタ処理では文字に対してエッジを強調し、平滑化処理を弱くするようにフィルタ係数を
設定する等のパラメータの切り替え等が行われる。
【００７０】
　さらに、入力画像データが印画紙領域であると判別された場合には、入力階調補正処理
及び階調再現処理では、ハイライトを重視したり、階調性を大きくした補正曲線が用いら
れたりする。また、色補正部１４では、階調性を重視させた色補正処理を行い、黒生成／
下色除去処理では黒生成が少なく設定される。また、空間フィルタ処理ではエッジの強調
を弱くし、平滑化処理を弱くするようにフィルタ係数を設定する等のパラメータの切り替
え等が行われる。
【００７１】
　同様に、入力画像データが網点領域であると判別された場合には、入力階調補正処理及
び階調再現処理ではハイライトを重視したり、階調性を大きくした補正曲線が用いられた
りする。また、色補正部１４では、階調性を重視させた色補正処理を行い、黒生成／下色
除去処理では黒生成を少なくする等の処理が施される。さらに、空問フィルタ処理では、
エッジの強調が弱くされ、網点成分を除去するためのローパス・フィルタ処理等が行われ
る。
【００７２】
　ところで、上述した領域分離処理方法は、原稿の種別を判定する方法に適用することが
可能である。
【００７３】
　ここで、一般に、原稿の種別を判定する際には、プレスキャンを行った低解像度のデー
タを用いることが多いが、本実施の形態では、解像度が劣化する副走査方向における情報
を無効にし、主走査方向の判別結果を用いて画素の判別を行い、判別された画素数をカウ
ントし、予め用意されている下地領域、印画紙領域、網点領域及び文字領域に対する閾値
と比較することにより原稿全体の種別の判定をする。これによって、精度が悪くなるのを
防止することができる。なお、プレスキャンを行ったデータが低解像度となるのは、プレ
スキャンを行う時は、本スキャン時よりもスキャン速度を速くするので副走査方向のデー
タが劣化するためである。
【００７４】
　具体的には、入力画像（原稿）より読み込まれた総画素数に対し、文字と判別された画
素数のカウント数が何割以上（閾値）あれば文字原稿であるといった具合である。
【００７５】
　また、下地領域、印画紙領域、網点領域及び文字領域に対する閾値は、領域分離処理で
用いる閾値により、カウント数も大きく変わってくるため、上記領域分離処理で用いる閾
値に対応させて設定しておき、例えば、文字領域と網点領域ともにそれぞれの閾値を満た
せば、入力された画像（原稿）は文字・網点画像であると判定できる。
【００７６】
　さらに、判別する上で、全ての画素に対して判別を行う必要はないので、判別を行なう
上で用いる閾値をより厳しくし、閾値を満たさない画素はその他画素とすることによりカ
ウントしないようにすれば、より精度を上げることが可能となる。むろん、それに伴い各
判別結果のカウント画素数の閾値も低い値に設定するのはいうまでもない。
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【００７７】
　なお、原稿種別判別後の各処理においては、各領域が混在しないと判別された場合は上
述した領域分離処理と同様である一方、複数の領域が混在すると判別された場合はそれぞ
れの領域処理の中間パラメータを使用し、原稿種別判別処理で判別されなかった領域処理
のパラメータは使用しないようにすればよい。
【００７８】
　例えば、入力画像が文字原稿であると判別された場合は、領域分離処理では、文字及び
線画として領域分離されたところを有効とし、網点及び印画紙といった連続階調と判別さ
れたところは、例えば、文字原稿であったとしても原稿の種類によっては誤判別される場
合があるので、誤分離とみなして、反映させないようにする。
【００７９】
　そして、その領域分離処理結果に基づいて、入力階調補正処理及び階調再現処理では、
ハイライトを多めに除去したり、コントラストを大きくするような補正曲線を用いる。
【００８０】
　また、色文字に対しては、彩度を重視した色補正処理を行う一方、黒文字に対しては、
黒生成／下色除去処理では黒生成量が多めに設定される。また、文字に対しては、空間フ
ィルタ処理でエッジを強調し、平滑化処理を弱くするようにフィルタ係数を設定する等の
パラメータの切り替え等が行われる。
【００８１】
　また、入力画像が文字／印画紙写真原稿であると判別された場合は、各処理において、
文字原稿処理と印画紙写真原稿処理の中間パラメータを用いた処理が行われる。領域分離
処理では、文字、線画又は印画紙として領域分離されたところを有効とし、網点といった
領域分離されたところは、例えば、文字・印画紙原稿であったとしても原稿の種類によっ
ては誤判別される場合があるため、誤分離とみなして、反映させないようにする。
【００８２】
　文字原稿又は印画紙写真原稿のいずれを重視するかにより、入力階調補正処理及び階調
再現処理では、印画紙写真原稿処理と文字原稿処理との中間のパラメータを用いてハイラ
イトの除去やコントラストの調整を行い、また、彩度の強弱や階調性のバランスが極端に
ならないような色補正処理を行う。一方、黒生成／下色除去処理では、印画紙写真画像に
影響が出ない程度に黒生成量の調整を行うようにすればよい。
【００８３】
　このように、本実施の形態の画像処理装置１０及び画像処理方法は、原稿より読み込ま
れる入力画像データを文字領域、網点領域又は写真領域を含む複数の領域に分離処理を行
う領域分離処理部２０を少なくとも備えている。
【００８４】
　そして、この領域分離処理部２０は、入力画像データから抽出された複数の画素にてな
るブロックを格納する判定ブロック格納部２２と、この判定ブロック格納部２２に格納さ
れた複数の画素にてなるブロックから、注目画素を含む主走査方向の画像データを抽出し
て特徴量を求め、注目画素が文字・網点領域又は下地・写真領域のいずれの領域に属する
かを判定する主走査方向判定部２３と、上記判定ブロック格納部２２に格納された複数の
画素からなるブロックから、注目画素を含む副走査方向の画像データを抽出して特徴量を
求め、注目画素が文字・網点領域又は下地・写真領域のいずれの領域に属するかを判定す
る副走査方向判定部２４とを備えている。
【００８５】
　また、主走査方向判定部２３及び副走査方向判定部２４には、それぞれ、主走査方向又
は副走査方向のそれぞれの画像データから求められる最小濃度値と最大濃度値とを用いて
最大濃度差を算出する最大濃度差算出部３３と、隣接する画像データの濃度差の絶対値の
和を算出することにより総和濃度繁雑度を算出する総和濃度繁雑度算出部３４と、この最
大濃度差算出部３３にて算出された最大濃度差と総和濃度繁雑度算出部３４にて算出され
た総和濃度繁雑度とを特徴量として、これら特徴量と予め定められる最大濃度差閾値及び
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総和濃度繁雑度閾値とに基づいて注目画素を文字・網点領域又は下地・写真領域のいずれ
かに分類する判定領域設定部３５とが設けられている。
【００８６】
　そして、この画像処理装置１０では、画像処理方法として、領域分離処理に際して、入
力画像データから抽出された複数の画素にてなるブロックから、注目画素を含む主走査方
向の画像データを抽出して特徴量を求める工程と、入力画像データから抽出された複数の
画素にてなるブロックから、注目画素を含む副走査方向の画像データを抽出して特徴量を
求める工程とを有する一方、上記特徴量は、主走査方向及び副走査方向それぞれの画像デ
ータより求められる最小濃度値と最大濃度値との差分である最大濃度差、及び隣接する画
像データの濃度差の絶対値の和である総和濃度繁雑度であり、これら特徴量と予め定めら
れる最大濃度差閾値及び総和濃度繁雑度閾値とに基づいて、注目画素を文字・網点領域又
は下地・写真領域のいずれかに分類する。
【００８７】
　すなわち、対象画像の主走査方向及び副走査方向のそれぞれにおいて、最大濃度差と、
隣接する画素の濃度差の絶対値の和である総和濃度繁雑度とを算出し、これら算出された
最大濃度差と総和濃度繁雑度とに基づき、対象画像の各画素について文字・網点領域又は
下地・写真領域に判別する。
【００８８】
　具体的には、特徴量として最大濃度差と総和濃度繁雑度とを用いて、最大濃度差閾値及
び総和濃度繁雑度閾値により最大濃度差及び総和濃度繁雑度の小さい領域を下地・写真領
域として判別する。このため、各画素ごとに文字・網点領域又は下地・写真領域を判別す
るので、大きい文字に対しても誤判別することがない。したがって、最大濃度差閾値及び
総和濃度繁雑度閾値を適切に設定することにより、簡易な方法で精度のよい判定結果を得
ることが可能となる。
【００８９】
　この結果、入力画像の画像種別を判別する際に、簡易な方法で精度よく画像種別を判別
し、回路規模の拡大を防止し得る画像処理装置１０及び画像処理方法を提供することがで
きる。
【００９０】
　また、本実施の形態の画像処理装置１０及び画像処理方法では、判定領域設定部３５に
より下地・写真領域と判定された領域に対しては、最大濃度差と予め定められる下地・印
画紙判定閾値とを比較することにより、注目画素を下地領域又は写真領域のいずれかに分
離する。
【００９１】
　このため、下地・写真領域と判定された領域に対して、最大濃度差と予め定められる下
地・印画紙判定閾値を比較することにより、注目画素を下地領域又は写真領域のいずれか
に分離することによって、その領域分離結果に対する画像処理を切り替えることが可能と
なり、より良好な画像再現が可能となる。
【００９２】
　また、本実施の形態の画像処理装置１０及び画像処理方法では、判定領域設定部３５に
より文字・網点領域と判定された領域に対しては、総和濃度繁雑度と、最大濃度差と予め
定められる文字・網点判定閾値との積とを比較することにより、注目画素を文字領域又は
網点領域のいずれかに分離する。
【００９３】
　このため、文字・網点領域と判定された領域に対して、総和濃度繁雑度と、最大濃度差
と予め定められる文字・網点判定閾値との積とを比較することにより、注目画素を文字領
域又は網点領域のいずれかに分離することによって、その領域分離結果に対する画像処理
を切り替えることが可能となり、より良好な画像再現が可能となる。
【００９４】
　また、本実施の形態の画像処理装置１０及び画像処理方法では、領域分離処理部２０に
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は、主走査方向判定部２３及び副走査方向判定部２４の結果に対して、優先順位を設けて
判定を行う信号別判定部２５がさらに備えられている。
【００９５】
　このため、信号別判定部２５は、主走査方向判定部２３及び副走査方向判定部２４の結
果に対して、優先順位を設けて判定を行うので、例えば、判定領域となる判定ブロックの
大きさやスキャナーの解像度等のハードウェアが変更された場合、それに応じて優先順位
の変更を行うことができる。
【００９６】
　したがって、例えば、主走査方向と副走査方向とで判定結果が異なる場合、より情報量
の多い方の結果を採用する等の柔軟な対応をとることができる。また、プレスキャンデー
タにおける副走査方向に劣化した無効な情報を除去する等の選択ができるので、原稿判別
処理への応用も容易に可能となる。
【００９７】
　また、本実施の形態の画像処理装置１０及び画像処理方法では、領域分離処理部２０に
は、信号別判定部２５の結果に対して、色成分ごとの信号に対する優先順位を設けて判定
を行う総合判定部２６がさらに備えられている。
【００９８】
　このため、総合判定部２６は、信号別判定部２５の結果に対して、色成分ごとの信号に
対する優先順位を設けて判定を行うので、カラー原稿のように同じ画素であっても色成分
の信号によって大きく画素濃度値が変わる例えば色文字に対しても対応することが可能と
なる。例えば、色文字の場合、色成分によっては文字領域と判別されずに下地領域と判別
される場合がある。具体的には、白地上の黄色文字の場合、イエロー（Ｙ）成分の信号別
判定部２５においてのみ文字と判別され、シアン成分（Ｃ）及びマゼンタ成分（Ｍ）の各
信号別判定部２５・２５においてはイエロー成分を含まないために下地と判断される。し
たがって、この場合は、複数の色成分の内一つでも文字と判別されると、最終的に文字と
判別する。
【００９９】
　また、本実施の形態の画像処理装置１０及び画像処理方法では、領域分離処理部２０を
原稿種別の判別に適用する。すなわち、領域分離処理部２０は、走査方向ごとに判定を行
うので、プレスキャンにより読み込まれたデータである副走査方向の劣化した画像データ
に対し、当該無駄な情報である副走査方向の画像データの判定結果を除去することが容易
であり、有効な情報である主走査方向の画像データの判定結果を抽出して原稿判別に応用
することが可能となる。したがって、簡易な方法で速やかに原稿の判別を行うことができ
、入力原稿画像に対して最適な画像処理を行うことができる。
【０１００】
　また、本実施の形態の画像形成装置は、画像処理装置１０を備えている。このため、画
像形成装置にて、画像処理装置１０を用いて簡易な方法で精度のよい判別が可能であるの
で、品質の良い画像を出力することができる。また、簡易な構成であるので処理速度が速
くなり、回路規模も小さくなり、画像形成装置のコストが削減される。さらに、原稿種別
の判別に応用することで、ユーザ・インターフェースに優れた画像形成装置を提供するこ
とができる。
【０１０１】
　したがって、入力画像の画像種別を判別する際に、白黒原稿又はカラー原稿に関係なく
、簡易な方法で精度よく画像種別を判別し、回路規模の拡大を防止し得る画像形成装置を
提供することができる。
【０１０２】
【発明の効果】
　本発明の画像処理装置は、以上のように、領域分離手段は、入力画像データから抽出さ
れた複数の画素にてなるブロックを格納する判定ブロック格納部と、上記判定ブロック格
納部に格納された複数の画素にてなるブロックから、注目画素を含む主走査方向の画像デ
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ータを抽出して特徴量を求め、注目画素が文字・網点領域又は下地・写真領域のいずれの
領域に属するかを判定する主走査方向判定手段と、上記判定ブロック格納部に格納された
複数の画素からなるブロックから、注目画素を含む副走査方向の画像データを抽出して特
徴量を求め、注目画素が文字・網点領域又は下地・写真領域のいずれの領域に属するかを
判定する副走査方向判定手段とを備え、上記主走査方向判定手段及び副走査方向判定手段
には、それぞれ、主走査方向又は副走査方向のそれぞれの画像データから求められる最小
濃度値と最大濃度値とを用いて最大濃度差を算出する最大濃度差算出手段と、隣接する画
像データの濃度差の絶対値の和を算出することにより総和濃度繁雑度を算出する総和濃度
繁雑度算出手段と、上記最大濃度差算出手段にて算出された最大濃度差と総和濃度繁雑度
算出手段にて算出された総和濃度繁雑度とを特徴量として、これら特徴量と予め定められ
る第１の閾値及び第２の閾値とに基づいて注目画素を文字・網点領域又は下地・写真領域
のいずれかに分類する判定領域設定手段とが設けられ

ものである。
【０１０３】
　それゆえ、特徴量として最大濃度差と総和濃度繁雑度とを用いて、第１の閾値及び第２
の閾値により最大濃度差及び総和濃度繁雑度の小さい領域を下地・写真領域として判別し
、各画素ごとに文字・網点領域又は下地・写真領域を判別するので、大きい文字に対して
も誤判別することがない。したがって、第１の閾値及び第２の閾値を適切に設定すること
により、簡易な方法で精度のよい判定結果を得ることが可能となる。
【０１０４】
　この結果、入力画像の画像種別を判別する際に、簡易な方法で精度よく画像種別を判別
し、回路規模の拡大を防止し得る画像処理装置を提供することができるという効果を奏す
る。
【０１０５】
　また、本発明の画像形成装置は、上記課題を解決するために、上記記載の画像処理装置
を備えているものである。
【０１０６】
　それゆえ、画像形成装置にて、上記記載の画像処理装置を用いて簡易な方法で精度のよ
い判別が可能であるので、品質の良い画像を出力することができる。また、簡易な構成で
あるので処理速度が速くなり、回路規模も小さくなり、画像形成装置のコストが削減され
る。さらに、原稿種別の判別に応用することで、ユーザ・インターフェースに優れた画像
形成装置を提供することができる。
【０１０７】
　したがって、入力画像の画像種別を判別する際に、簡易な方法で精度よく画像種別を判
別し、回路規模の拡大を防止し得る画像形成装置を提供することができるという効果を奏
する。
【０１０８】
　また、本発明の画像処理方法は、以上のように、領域分離処理に際して、入力画像デー
タから抽出された複数の画素にてなるブロックから、注目画素を含む主走査方向の画像デ
ータを抽出して特徴量を求める工程と、入力画像データから抽出された複数の画素にてな
るブロックから、注目画素を含む副走査方向の画像データを抽出して特徴量を求める工程
とを有する一方、上記特徴量は、主走査方向及び副走査方向それぞれの画像データより求
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、上記判定領域設定手段は、上記最
大濃度差が第１の閾値よりも小さくかつ総和濃度繁雑度が第２の閾値よりも小さいときに
下地・写真領域と判定する一方、それ以外のときには文字・網点領域と判定すると共に、
上記領域分離手段は、上記判定領域設定手段により下地・写真領域と判定された領域に対
しては、最大濃度差と予め定められる第３の閾値とを比較することにより、最大濃度差が
第３の閾値よりも小さいときは注目画素を下地領域とし、それ以外のときは写真領域とす
る一方、上記判定領域設定手段により文字・網点領域と判定された領域に対しては、総和
濃度繁雑度と、最大濃度差と予め定められる第４の閾値との積とを比較することにより、
総和濃度繁雑度が該積よりも小さいときは注目画素を文字領域とし、それ以外のときは網
点領域とする



められる最小濃度値と最大濃度値との差分である最大濃度差、及び隣接する画像データの
濃度差の絶対値の和である総和濃度繁雑度であり、これら特徴量と予め定められる第１の
閾値及び第２の閾値とに基づいて、注目画素を文字・網点領域又は下地・写真領域のいず
れかに分類する

方法である。
【０１０９】
　それゆえ、特徴量として最大濃度差と総和濃度繁雑度とを用いて、第１の閾値及び第２
の閾値により最大濃度差及び総和濃度繁雑度の小さい領域を下地・写真領域として判別す
る。このため、各画素ごとに文字・網点領域又は下地・写真領域を判別するので、大きい
文字に対しても誤判別することがない。したがって、第１の閾値及び第２の閾値を適切に
設定することにより、簡易な方法で精度のよい判定結果を得ることが可能となる。
【０１１０】
　また、走査方向ごとに判定を行うので、プレスキャンにより読み込まれたデータである
副走査方向の劣化した画像データに対し、当該無駄な情報である副走査方向の画像データ
の判定結果を除去することが容易であり、有効な情報である主走査方向の画像データの判
定結果を抽出して原稿判別に応用することが可能となる。
【０１１１】
　この結果、入力画像の画像種別を判別する際に、簡易な方法で精度よく画像種別を判別
し、回路規模の拡大を防止し得る画像処理方法を提供することができるという効果を奏す
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明における画像処理装置の実施の一形態を示すものであり、領域分離処理
部における主走査方向判定部及び副走査方向判定部の構成を示すブロック図である。
【図２】　上記画像処理装置を備えた画像形成装置の全体構成を示すブロック図である。
【図３】　上記画像処理装置における領域分離処理部の構成を示すブロック図である。
【図４】　上記画像処理装置における領域分離処理のブロック設定を示す説明図である。
【図５】　上記画像処理装置における領域分離処理方法を示すフローチャートである。
【図６】　（ａ）は下地領域における濃度分布を示す説明図、（ｂ）は印画紙領域におけ
る濃度分布を示す説明図、（ｃ）は網点領域における濃度分布を示す説明図、（ｄ）は文
字領域における濃度分布を示す説明図である。
【図７】　各下地領域、印画紙領域、網点領域及び文字領域における最大濃度差と総和濃
度繁雑度とに対する分布を示す説明図である。
【符号の説明】
　１　　カラー画像入力装置
　２　　カラー画像出力装置
１０　　画像処理装置
２０　　領域分離処理部（領域分離手段）
２１　　信号変換部
２２　　判定ブロック格納部
２３　　主走査方向判定部（主走査方向判定手段）
２４　　副走査方向判定部（副走査方向判定手段）
２５　　信号別判定部（信号別判定手段）
２６　　総合判定部（総合判定手段）
３１　　最小濃度値算出部
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と共に、上記最大濃度差が第１の閾値よりも小さくかつ総和濃度繁雑度が
第２の閾値よりも小さいときに下地・写真領域と判定する一方、それ以外のときには文字
・網点領域と判定するし、さらに、上記下地・写真領域と判定された領域に対しては、最
大濃度差と予め定められる第３の閾値とを比較することにより、最大濃度差が第３の閾値
よりも小さいときは注目画素を下地領域とし、それ以外のときは写真領域とする一方、上
記文字・網点領域と判定された領域に対しては、総和濃度繁雑度と、最大濃度差と予め定
められる第４の閾値との積とを比較することにより、総和濃度繁雑度が該積よりも小さい
ときは注目画素を文字領域とし、それ以外のときは網点領域とする



３２　　最大濃度値算出部
３３　　最大濃度差算出部（最大濃度差算出手段）
３４　　総和濃度繁雑度算出部（総和濃度繁雑度算出手段）
３５　　判定領域設定部（判定領域設定手段）
３６　　文字・網点判定部
３７　　下地・印画紙判定部
４１　　最大濃度差閾値設定部
４２　　総和濃度繁雑度閾値設定部
４３　　文字・網点判定閾値設定部
４４　　下地・印画紙判定閾値設定部 10

【 図 １ 】 【 図 ２ 】

(17) JP 3784649 B2 2006.6.14



【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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